
しゅうどうり

ら電気111に電気を受け入れる装f位を， その操作装位を含めて集

包装置という。集電していない時は折たたみがて'きるようにな

っ ており ， 操作は圧縮空気またはばねによ って行われる。集電

装置tはその構造に より極々のものがある。市内111111のように低

速度のものにはポー ノレ ・ ト ロ リ 輸 ・ ばね淡i泣からなる簡単な ト

ロ リポールが用いられているが， 梨~11PII線が分岐する所では

人為的に新しい電車線にのせかえてやらねばならなL 、。これは

交通総度が大で， 電車線分肢の多い所では非';;;;に不便である。

構造がややIî雑にな るが， ポ

ールのようなはん雑さのない，

集m聞が弓形をしたビュ ーゲ

ルが最近市内定平にも盛んに

使われるようになった。

巡低迷!支が高く ， 集電電7ilê

の多い'fll気犠関車や電車には，

変形(ひしがた)のわく組をも

ったパ γ タグラフが用いられ

て し 、る。1. ビュ ー ゲル

アプ ト 式電気後関車や， 地下鉄の'flFIIのように第三軌条から

電気をうける電気事の集電装置は

集電軒t (か)とよばれる。 トロリポ

ーノレ ， ビュ ー ゲノレ ， ノミソタ グラフは

屋根上に]夜付けられているが， 集

ttl ぐつは台車に取付けられている 。

ポーノレ輪から直接集TEするトロ

リポーノレ以外は， 電車線または第

三軌条と接触する部分に電車線の

勝耗 ・ mmにi潔しての電気f向性能

を考ほしたすり板が取付けられて 2. m 1!!か
おり ， すり紋のみを取換えできるようになってい る 。 一一」パン

タグラフ。(沢野周一)

しゅ う ど う り よ くし 々 私有動力車 国鉄および国鉄と述絡

述輸をしている社線以外のとこ ろで所有している動力車をL 、 う。

草川fの動力平が国鉄線内に入って作業する場合には，国鉄の定

めるところにしたがって，車両の検査を受けなければならない。

(近隣正弘)

し ゅう なんせん 秋南線 秋岡県羽後本荘を中心として ， 南北

にやl 'びた国鉄自動車路線であ って ，

所管する 1'1 ifUJ JII営業所は秋問県由

利羽1\象潟町 (象潟)にある。

l 区間 ・ キロ稜および沿革

羽後木荘 ・ 十楢淵

33km H百 27 ・ 9 ・ 1[)日業

羽後本荘 ・ 西久米

57km B召 27 ・ 9 ・ 1 開業

2 1Kr;業範囲は貨物の取扱だけ

をしている。 院
3 使命

こ の路線は秋田県南部にあり，

H召手口 22 ・ 1 2 ・ 20 区間貨物運輸とし

て食料 ・ 復興資材の輸送を目的と

して発足したが，その後昭和 27 ・

司bス*-

区亙亙

9 . 1 路線事業として再発足し， 地方産業の開発を 目的としてい

る。 nl._q lll消氏)

し ゅう はいえき 集配駅 荷物または貨物の集貨 ・ 配達の取

扱をする駅。現在国鉄では所定の区域内にかぎり ， 手荷物 ・ 小

荷物については旅客または荷主からの請求により配迷を行い，

宅扱貨物については国鉄の責任で集貨 ・ 配達すること と し ， ま

た自動車線における ， JI1級貨物については荷主から371求のある

場合にはt1H~または配述を行 う こ ととしている。この荷物また

は貨物の集貨もし く は配達を行う 駅を集配駅 と い う。 (森 悌持)

しゅ う はいきかん 集配期間 鉄道運輸規程の定める と ころ

により，引VjrJ切聞は発送JtJJf甘1 ・ 輸送期間お よ び集配期間の各JtJJ

間を合J): したものから榊成される。したがって， 集配JtlJ聞は引

渡期間!の附成部分の l つであって， 駅外の荷主の居宅 (W貨先お

よび配迷先)への貨物の受取お よび引渡しに要すると認める所

要の期間の窓である。現在園鉄では宅扱貨物については集貨ま

たは配達の JtJJ聞各 1 日，手小荷物については配達期間1 1 日 と 定

めている。(量殺直樹)

し ゅ うはいくいき 集配区域 荷主の矛1)使をはかりかつ巡送

荷物の増加をはかるため， 鉄道は荷物 ・ 貨物をそのまI任におい

て集貨または配迷を行うことがある。その集貨または岡迷をす

る区以は ， 以から一定距脈の範囲内にある地域について定め，

これをその駅の受持~配区域と して集貨および配達のl民放をす

ることが通常である。この受持区岐を集配区域という 。

集配区域は広ければ広いほ ど荷主に便利であるが， 駅からあ

まり遠距維にある地域や交通不便な地域などは， 1l!I用がかさみ

また作業が困難なので， 集配作業の合理的かつ能率的主Ií用をは

かる必lJl!上，貌符制度では， 駅を中心と しておおむね 6 km を

標準とし， これに具体的IlHi'ìを考慮した集配区j戚を，国鉄で定

め， この区域内のものにかぎって集配を行うこととしている。

これを国鉄では， 総裁逮に よ って し:荷物集配区域表1 として制

定し ， ~配l茎j或 ・ 集配駅等を都道府県別にし， さらにそれを市

IIIJ村別 としてìi-I-音順に詳細に列記 し， 集貨する場合およびlT

駅を選定する場合は， これに もとづいて行っている。ー」集配

駅。 <ffi森紅樹)

し ゅ うはいこう 集灰坑 灰の取扱f置が多い場合には，人力に

よ っ て灰坑から取出すことは困難かつ不経済となるので，綴械

カによることが得鍛となる。この後械設備利用には給飲用のガ

ソトリ Fν - "/が多く 1 つかみ 1 - 1. 5 t のグラプにより灰を

貨幕僚し得るよう ， 灰坑に落ちる灰を全部 1 箇所に集める装慣

にしたものをm灰Ð'G と称す る 。 集灰坑はその容量により 1 線型

と 2 線型とがあり，いかなる型式の繊関車でも給水ならびに灰

務し作業ができるよう一応両端の余裕を見て 9 m としている。

なお機関車の給水取入 口 と灰落し位置との関係寸法については

市灰抗。

集灰坑には前後にill1 'li~の灰坑を付属させ， また集灰坑の軌道

下には灰紡内の灰殺到!周に歩行用格子を設ける。坑のi殺さは落

下する灰の益:により奥なるも，韓基i羽車が 1 固に落す灰は火床な

らびに灰総合せて 0.9 m ' ， 1 日 l 両1.5 回くらいの平均と なり ，

だL 、たい 4 m ぐらいを適当 としている。 2 線型の僚主l皇m灰坑を

示す と図 ・ 宅7・n- lのようである。

現行惚ìl皇i砲の鋭灰抗は ， 列車荷量を受けるため相当の基礎工

事を含む悦造物となり，また 2 線型の犠合線路間隔も広くなく ，

1. 集灰 坑

用地利用ょ不経済ともなるので，

昭和 25 年モデルとして高松後関

EJ11N 
2. 集灰坑
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